
（参考） 

令和５年度学校教育目標等 

 

１ 学校教育目標 

○ 個人として、自主自律の習慣を身につけ、真理の探究と勤労の実践に不

断の努力を惜しまない、心身ともに健康な人間を育成する。 

○ 社会人として、人格を尊び、責任と協力の精神を身につけ、社会公共の

ために貢献し、平和な文化国家を築く人間を育成する。 

○ 産業人として、企業経営を科学的、合理的に研究する態度を身につけ、

産業の発展に貢献する有為な人間を育成する。 

 

２ 育成を目指す資質・能力 

(1) 地域産業をはじめ経済社会の発展を担うために必要な知識及び技能 

(2) 経済社会が健全で持続的に発展する上での具体的な課題を発見し、職業

人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力 

(3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指し

て自ら学び、経済社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度 

 

３ 重点目標 

(1) 生徒の強みの伸長や弱みの克服などにより、社会にでる自信を高めると

ともに、優位性のある進路の実現を図る。 

(2) 本校での学びの意義を理解させるなどして、学びに向かう力の伸長を図

る。 

(3) 全校体制での商業教育などにより、実学としての専門性の深化を図る。 

(4) 生徒理解を深め、規律正しい生活習慣や職業観・勤労観の育成を図る。 

(5) 特別活動の活発化などにより、主体的、協働的な態度を養う。 

 

４ 経営方針 

(1) 共通理解と相互信頼の上にたち、創意と活力に満ちた学校経営に努める。 

(2) 生徒一人一人の個性を伸ばし、豊かな心と自律的な力を育てる生徒指導

の充実に努める。 

(3) 校内研修や自己研修を推進し、専門職としての資質の向上に努める。 

(4) 学習指導方法の工夫・改善を図り、魅力ある「分かる授業」の推進に努

める。 

(5) 家庭や地域関係機関との連携を強化し、地域の教育力の積極的な活用に

努める。 

(6) 学校における働き方改革の推進に努める。 



５ 教育課程編成の方針 

(1) 生徒の興味・関心、進路希望など生徒の実態、地域社会の特色などを踏

まえた適切な教育課程を編成する。 

(2) 学科の特色を生かし、実学の視点から専門性を深化させることができる

適切な教育課程を編成する。 

 

６ 指導上の重点事項 

(1) 学習指導 

ア 自ら考え、学ぶ意欲・態度を積極的に育てる。 

イ 基礎学力の向上を目指し、学習指導法・評価方法についての研修を積

極的に推進するとともに、きめ細かな個別指導に努める。 

ウ 実際的・体験的な学習を通し、基礎的・基本的な知識と技術を着実に

習得させるよう努める。 

エ 施設設備、教材、教具の効果的活用を図る。 

(2) 生徒指導 

ア 全教職員の共通理解のもとに、基本的な生活習慣の確立に努める。 

イ 生徒会活動、部活動等の活発化を通し、自主自律の精神を身につけさ

せる。 

ウ 家庭および地域社会との連携を図り、生徒の健全育成に努める。 

(3) 進路指導 

ア 生徒一人一人が個性を生かし、自主的に進路を選択する能力を身につ

ける継続的な指導の充実に努める。 

イ ＬＨＲ指導の充実を図り、進路意識を高め、正しい職業観・勤労観の

育成に努める。 

ウ 本人および保護者との意思の疎通を図り、早期に目標を設定させ自己

実現に向けて、最善を尽くさせる。 

(4) 健康・安全指導 

ア 自らたくましく生きる力を育むとともに、他を思いやる心や自他の生

命を尊ぶ態度を身につけさせる。 

イ 心の健康や性に関する指導の充実を図るため、健康相談や教育相談の

充実を図る。 

ウ 家庭・地域および関係機関との連携を基盤とした交通安全指導の充実

を図る。 


